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咸
臨
丸
出
港
の
碑 

   

』 
 

咸
臨
丸
出
港
の
碑
は
、
花
崗
岩

製
で
船
体
形
、
高
さ
九
十
五
～

百
四
十
九
㎝
、
幅
百
八
十
三
～

二
百
五
十
㎝
で
す
。
表
面
に
は
、

当
時
の
外
務
大
臣
藤
山
愛
一
郎

の
筆
に
よ
り
「
咸
臨
丸
出
港
の

碑
」と
刻
ま
れ
、
裏
面
に
は
乗
組

員
九
十
六
名
の
名
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。 

 

安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
、
日

米
修
好
通
商
条
約
を
締
結
し
た

幕
府
は
、
批
准
書
交
換
の
た
め
に

ア
メ
リ
カ
軍
艦
ポ
ー
ハ
タ
ン
号

で
、
新
見
豊
前
守
正
興
を
代
表

と
す
る
使
節
団
を
ワ
シ
ン
ト
ン
に

派
遣
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ

の
時
、
万
が
一
の
事
故
に
備
え

て
、
軍
艦
奉
行
木
村
摂
津
守
喜

毅
を
指
揮
官
と
し
て
、
勝
麟
太

郎
（
海
舟
）
、
中
浜(

ジ
ョ
ン)

万
次

郎
、
福
沢
諭
吉
、
せ
し
て
浦
賀
奉

仰 

行
所
の
佐
々
倉
桐
太
郎
、
浜
口

興
右
衛
門
、
山
本
金
次
郎
ほ
か

日
本
人
乗
組
員
で
航
海
す
る
咸

臨
丸
を
随
行
艦
と
し
て
派
遣
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

事
前
に
咸
臨
丸
を
調
べ
る
と
、

補
強
や
修
理
、
塗
装
工
事
を
要

す
る
箇
所
が
あ
り
、
せ
れ
に
は

ド
ッ
ク
の
施
設
が
必
要
で
し
た
。

工
事
は
鳳
凰
丸
建
造
の
経
験
の

あ
る
浦
賀
奉
行
所
に
任
さ
れ
、

奉
行
所
で
は
浦
賀
港
の
奥
、
長
川

河
口
に
咸
臨
丸
を
引
き
込
み
、

河
口
を
す
き
止
め
排
水
し
工
事

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
日
本
で

最
初
の
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
で
す
。 

修
理
を
終
え
た
咸
臨
丸
は
、

一
旦
江
戸
に
戻
り
、
大
航
海
へ向

け
、
安
政
七
（
一
八
六
〇
）
年
一

月
十
三
日
品
川
沖
で
錨
を
あ
げ

ま
し
た
。
途
中
横
浜
で
、
難
破
し

た 

た
ア
メ
リ
カ
測
量
船
ク
ー
パ
ー
号

の
ブ
ル
ー
ク
大
尉
以
下
十
一
名

を
乗
す
、
十
六
日
の
夕
刻
再
び

浦
賀
に
入
港
し
ま
し
た
。
航
海
の

必
需
品
、
水
と
生
鮮
食
料
、
燃

料
な
ど
の
積
込
み
を
行
な
う
た

め
で
す
。
大
型
船
が
接
岸
を
す

る
施
設
の
な
い
時
代
、
ポ
ン
プ
を

持
た
な
い
小
舟
か
ら
喫
水
の
高
い

咸
臨
丸
へ水
を
供
給
す
る
の
は
大

変
な
作
業
で
す
。
浦
賀
中
の
船

が
駆
り
出
さ
れ
、
二
十
五
石
（四

千
五
百
㍑
）
入
り
の
飲
料
用
貯

水
槽
二
十
四
本
、
十
五
石
（二
千

七
百
㍑
）入
り
の
桶
三
本
、
合
計

二
十
七
本
（
一
升
瓶
に
す
る
と

六
万
本
）を
、
七
時
間
か
け
て
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
も
航
海
中

に
使
用
で
き
る
量
は
、
一
人
当
た

り
一
日
に
僅
か
四
・五
㍑
で
す
。

二
日
間
を
か
け
て
準
備
を
整
え

た
咸
臨
丸
は
、
一
月
十
九
日
午

後
三
時
三
十
分
に
浦
賀
を
出
帆

し
ま
し
た
。
北
太
平
洋
の
猛
烈
な

時
化
（
し
け
）
に
遭
い
、
操
船
も
、

外
洋
航
海
の
経
験
も
浅
い
日
本

人
乗
組
員
は
船
酔
い
な
ど
で
操

船
は
難
し
く
、
十
一
名
の
ア
メ
リ

カ
人
乗
組
員
が
大
い
に
力
と
な

り
ま
し
た
。
無
寄
港
で
航
海
し
た

咸
臨 

 
 

 
 

 
 

 

三
月
に
長
い
こ
と
懸 

 
 

 
 

 

案
に
な
っ
て
い
た
「浦
賀 

志
録
」
を
刊
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
「浦

賀
志
録
を
読
む
会
」か 

ら
始
め
て
、
足
掛
け
四
年
七
十

回
を
越
え
る
会
を
開
い
て
、
刊
行

に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。 

 

こ
の
本
の
著
者
で
あ
る
浦
賀
警

察
署
の
巡
査
で
あ
っ
た
加
茂
元

善
さ
ん
は
、
明
治
三
十
年
代
末

に
急
速
に
衰
退
し
て
い
く
浦
賀
の

町
の
姿
を
見
て
、
歴
史
豊
か
な

浦
賀
を
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
、
浦
賀
の
よ
さ
を

歴
史
の
中
に
求
め
て
、
書
き
綴
っ

て
く
れ
た
も
の
で
す
。 

 

ど
う
か
す
る
と
、
歴
史
散
歩
の

講
師
な
ど
に
な
っ
て
、
先
生
な
ど

と
言
わ
れ
、
ち
ょ
っ
と
い
い
気
に

な
っ
て
、
せ
れ
以
上
の
勉
強
も
し

な
い
で
い
る
私
を
含
め
た
者
への

大
き
な
戒
め
か
も
知
れ
ま
す

ん
。
「歴
史
の
町
・浦
賀
」を
本
当

に
再
生
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る

人
、
歴
史
の
中
に
人
の
生
き
様
を

み
つ
け
、
町
の
将
来
あ
る
べ
き
姿

を
模
索
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、

じ
っ
く
り
と
こ
の
本
を
読
む
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（山
本
） 
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太
平
洋
横
断
の
快
挙 

 

こ
の
写
真
は
昭
和
三
十
一
年
頃
に
紺
屋
町
の
十
字

路
を
撮
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
当
時
は
、
終
戦
後
の

復
興
と
共
に
浦
賀
船
渠
（現
住
友
重
機
械
工
業
）㈱

も
意
気
盛
ん
な
と
き
で
、
港
に
は
四
万
㌧
ク
ラ
ス
の

タ
ン
カ
ー
が
ひ
し
め
い
て
い
た
。
ま
た
紺
屋
町
に
は
房

総
半
島
の
金
谷
行
き
の
汽
船
の
発
着
所
が
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
浦
賀
駅
か
ら
紺
屋
町
行
き
の
バ
ス
も
出
て
い

た
、
せ
し
て
遠
洋
漁
業
の
基
地
と
し
て
活
気
を
帯
び

て
い
た
。
海
岸
に
は
魚
市
場
も
で
き
、
何
十
本
、
何
百

本
の
鮪
で
市
場
は
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
頃
、

三
浦
半
島
で
も
い
ち
早
く
花
火
大
会
が
行
わ
れ
た
。

洒
落
た
街
灯
が
立
ち
並
び
、
数
多
く
の
商
品
の
看
板

が
見
ら
れ
、
繁
華
街
の
様
子
を
窺
わ
す
る
。
こ
こ
を

「み
な
と
商
栄
会
」と
言
っ
た
。 

東西風風  

 

 

―浦賀の 

街並み― 

浦賀港 

浦賀文化 センター 

（ 郷土資料館 ） 
浦賀駅 から 浦賀通 りを 徒歩 10 分 

所在地 ： 横須賀市浦賀 ７ － ２ － １ 
電話 
FAX ：  ０４６ － ８４２ － ４１２１ 

京急浦賀駅 
至大津 至観音崎 

至久里浜 

  浦賀公民館 
浦賀行政 センタ  ー   浦賀 

警察署 

  市営 
プール 

浦賀文化 センター 

ﾊ ゙ ｽ 停 ･ ﾄ ゙ ｯｸ 前 

浦賀港 

浦賀文化 センター 

（ 郷土資料館 ） 
浦賀駅 から 浦賀通 りを 徒歩 10 分 

所在地 ： 横須賀市浦賀 ７ － ２ － １ 
電話 
FAX ：  ０４６ － ８４２ － ４１２１ 

京急浦賀駅 
至大津 至観音崎 

至久里浜 

  浦賀公民館 
浦賀行政 センタ  ー   浦賀 

警察署 

  市営 
プール 

浦賀文化 センター 

ﾊ ゙ ｽ 停 ･ ﾄ ゙ ｯｸ 前 

 

咸
臨
丸
は
、
日
本
人
の
操
船
に
よ
り
太
平
洋
横
断
に
成
功
し
た

最
初
の
船
で
あ
り
、
浦
賀
と
も
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
。
せ
の

浦
賀
、
愛
宕
山
公
園
の
中
腹
の
広
場
に
、
「咸
臨
丸
出
港
の
碑
」が

建
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
碑
は
、
日
米
修
好
通
商
百
年
を
記
念
し
て
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
「
咸
臨
丸
入
港
の
碑
」
と
向
か
い
合
う
よ
う

に
、
昭
和
三
十
五
（一
九
六
〇
）年
七
月
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

 

西浦賀商店街 

うらがの寫眞館 

愛宕山中腹の「咸臨丸出港の碑」 

咸
臨
丸
は
、
二
月
二
十
六
日
快

晴
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
港
に
到
着

で
す
。
ち
ょ
ん
ま
げ
姿
の
勇
敢
な

侍
た
ち
は
大
歓
迎
を
受
け
て
い

ま
す
。 

 

こ
の
航
海
は
咸
臨
丸
に
大
き
な

損
傷
を
与
え
、
帰
国
に
際
し
約

四
十
日
間
も
修
理
の
日
数
を
費

や
し
ま
し
た
。
帆
柱
は
新
規
、
新

し
い
備
品
を
加
え
、
万
延
元
（一

八
六
〇
）年
閏
三
月
十
九
日
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
出
帆
し
、
ハ
ワ
イ
・

ホ
ノ
ル
ル
に
寄
港
。
日
本
人
だ
け

で
航
海
を
終
え
、
五
月
五
日
午

前
九
時
十
分
、
帰
国
を
祝
う
か

の
よ
う
に
青
空
高
く
威
勢
の
よ
い

鯉
の
ぼ
り
が
林
立
し
て
い
た
、
浦

賀
へ入
港
し
ま
し
た
。
往
復
一
万

六
千
六
百
六
十
五
㎞
余
、
百
四

じ
ゅ
う 

浦賀港

電話
FAX ：　０４６－８４２－４１２１

浦賀コミュニティセンター分館

（浦賀文化センター）
浦賀駅から浦賀通りを徒歩10分

所在地：横須賀市浦賀７－２－１

京急浦賀駅
至大津 至観音崎

至久里浜

浦賀ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

浦賀行政センタｰ 　浦賀
警察

　市営
プール

浦賀文化センター

ﾊﾞｽ停･ﾄﾞｯｸ前

 

十
三
日
ぶ
り
の
故
国
日
本
で

す
。
船
で
は
貴
重
で
あ
っ
た
水
、

風
呂
に
入
る
の
も
ま
ま
な
ら
な

か
っ
た
乗
組
員
は
、
何
よ
り
の
ご

馳
走
と
な
る
「風
呂
に
ゆ
っ
く
り

つ
か
る
」
を
満
喫
し
た
こ
と
で
し

ょ
う
。 

九
十
六
名
の
乗
組
員
の
内
三

名
が
病
に
倒
れ
、
故
国
へ帰
る
こ

と
が
叶
わ
ず
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

の
丘
で
眠
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
碑
の
裏
に
「
総
員
九
十

六
名
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

刻
ま
れ
て
い
る
名
は
九
十
五
名
、

一
名
は
ど
こ
に
消
え
た
の
で
し
ょ

う
か
。  

参
考
資
料
： 

 

よ
こ
す
か
開
国
物
語
（山
本
詔
一
） 

 

幕
末
軍
艦
咸
臨
丸
（文
倉
平
次
郎
） 

 

ふ
る
さ
と
横
須
賀
・上
（石
井
昭
） 他 

 

 
咸臨丸模型（浦賀文化センター） 

咸臨丸(オランダ製：1857(安政4)年進水、ヤーパン号) 

排水量:625 トン、全長:26間1尺9寸(約49.7m) 

全幅:4間1尺3寸(約7.3m)、機関:3本マストの帆(バーク型) 

と百馬力の蒸気機関(内輪のスクナーコルベット艦) 、最大

速度:6ノット(毎時10km)、砲数:12門、退役1872（明治4）年 

咸臨丸入港の碑(サンフランシスコ) 

 昭和 35(1960)年 5 月建立、 入港 100 年を記念し、姉妹都

市・大阪市がさらなる友好と日米外交 100 周年を記念とし

て寄贈した碑。 

 

か
ん 

り
ん 

ま
る 
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歴
史 

語
ら
い
座
・浦
賀 

⑱ 

 

郷
土
史
家 

山
本 

詔
一 

 

物
言
い
を
す
る
の
か
と
言
え
ば
、
幕
府
担
当

者
の
石
川
が
、
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
よ
る

と
、
燈
明
堂
が
建
て
ら
れ
る
十
年
前
に
亡
く

な
っ
て
い
る
記
載
が
あ
り
、
横
浜
に
あ
る
墓
所

を
確
認
し
て
も
間
違
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
近
年
友
人
に
教
示
さ
れ
た
こ
と 

は
、
静
岡
県
の
御
前
崎
に
あ
っ
た
燈
明
堂
の
由

来
に
も
、
完
成
が
慶
安
元
年
で
あ
り
、
幕
府

の
担
当
者
は
上
記
の
二
人
で
あ
る
と
い
う
。 

も
し
、
こ
の
年
に
幕
府
が
、
太
平
洋
岸
の
要 

所
に
燈
明
堂
を
造
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
せ
の
記

述
が
幕
府
の
正
式
な
記
録
書
で
あ
る
「徳
川

実
紀
」に
な
い
の
は
何
故
な
の
か
。
疑
問
は
広

が
る
一
方
で
あ
る
。 

 

話
を
浦
賀
の
燈
明
堂
に
戻
し
て
、
造
ら
れ

た
当
時
は
三
崎
と
走
水
に
奉
行
所
が
置
か
れ

て
、
船
改
め
を
し
て
い
る
の
に
、
な
ず
走
水
で

な
く
浦
賀
な
の
か
。
ま
た
、
西
浦
賀
の
先
端
に

あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
東
浦
賀
の
村
役
で
干

鰯
問
屋
が
江
戸
時
代
を
通
し
て
、
面
倒
を
み

て
い
る
の
か
。 

疑
問
ば
か
り
な
ら
べ
て
も
埒
が
あ
か
な
い

の
で
、
私
な
り
の
考
え
を
述
べ
る

と
、
走
水
で
な
く
浦
賀
に
造
ら
れ

た
の
は
、
寛
永
十
九
年
（
一
六
四

二
）に
株
仲
間
を
認
め
ら
れ
た
干

鰯
問
屋
の
動
き
と
関
係
が
あ
る
よ

う
に
思
う
。
干
鰯
問
屋
が
積
極
的

に
動
い
た
か
ら
こ
せ
、
浦
賀
に
燈

明
堂
が
で
き
、
せ
の
管
理
は
干
鰯

問
屋
で
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
太
平
洋
岸
の
燈
明
堂
設
置
は

も
っ
と
以
前
の
石
川
存
命
中
に
計

画
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
せ
れ
が

順
次
出
来
て
き
て
、
計
画
が
ほ
ぼ

完
成
し
た
の
が
慶
安
元
年
で
あ
っ

た
と
考
え
て
み
た
が
、
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
ご
意
見
を
… 

 

平成元年3月10日竣工、複元された燈明堂 

横須賀市指定史跡（昭和43年2月10日指定） 

全高:7.32m 建物高さ5.65m(１層3.25m 2層2.40ｍ) 

石垣底辺:部4.50m、明治5(1872)年4月に役割を終えました。 
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平成２１（２００９）年４月１日（木） 
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寒
か
っ
た
冬
か
ら 

解
放
さ
れ
る
花 

、
春 

を
告
げ
る
花
、
桜
は

国
花
と
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

桜
と
い
え
ば
お
花
見
、
お
酒
も

入
れ
ば
“花
よ
り
団
子
”
と
な
り

話
も
弾
み
楽
し
い
。
浦
賀
近
辺
だ

け
で
も
お
花
見
の
「
隠
れ
名
所
」

は
多
々
あ
り
ま
す
。
桜
と
い
う

と
一
般
的
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
意

味
し
て
い
ま
す
。
桜
前
線
の
基
準

木
が
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で
明
治
以
降

は
桜
の
代
表
に
な
り
、
東
京
で
は

九
段
の
靖
国
神
社
の
特
定
の
桜
の

木
で
花
の
数
が
読
ま
れ
る
こ
と
は

公
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
植
物
の
学
名
に
少

し
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
学
名
の
基
準
木

は
東
京
大
学
植
物
園
に
あ
り
、

片
仮
名
読
み
の
学
名
は
プ
ル
ヌ

ス
・エ
ド
エ
ン
シ
ス
。 

 

プ
ル
ヌ
ス
は
サ
ク
ラ
属
の
学
名

で
二
百
種
以
上
の
種
が
あ
る
サ

ク
ラ
属
に
共
通
し
ま
す
。
エ
ド
エ
ン

シ
ス
は
種
小
名
と
な
り
ま
す
。
国

立
博
物
館
の
前
身
博
物
館
の
藤

井
寄
命
が
千
九
百
年
、
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ 

年
の
千
九
百
一
年
に
東
京
大
学

植
物
園
、
初
代
園
長
松 

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ 

浦賀の植物 

大
前 

悦
宏 

神
奈
川
県
植
物
誌 

調
査
会
会
員 

シ
ノ
と
命
名
し
ま
し
た
。
翌
年
の

千
九
百
一
年
に
東
京
大
学
植
物

園
、
初
代
園
長
松
村
任
三
教
授

が
、Prunus 

yedonennsis

と
い

う
学
名
を
命
名
し
ま
し
た
。
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
は
江
戸
末
期
に
現
在
の

巣
鴨
、
駒
込
付
近
、
言
わ
れ
て
い

る
染
井
村
で
作
ら
れ
た
説
も
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
点
も
、
伊
豆
あ

た
り
で
は
も
っ
と
以
前
か
ら
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
が
あ
っ
た
と
い
う
説
も

あ
り
、
本
当
の
こ
と
を
確
か
め
る

の
は
難
し
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

が
、
現
在
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
正
体

が
何
か
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま

す
。
幹
が
太
く
直
立
し
、
葉
が
大

で
、
花
が
大
き
く
て
白
く
花
部
に

毛
が
な
い
の
が
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ

で
あ
り
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
は
葉
が
小

さ
く
毛
多
く
、
花
柱
も
毛
多
く

花
は
小
ぶ
り
で
べ
に
色
の
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
せ

の
雑
種
と
い
う
こ
と
が
確
定
さ

れ
ま
し
た
。
最
近
の
細
胞
質
遺

伝
子
の
Ｒ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
分
析
の
解
明
に

よ
る
と
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
が
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
の
母
親
、
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ

が
父
親
（花
粉
親
）と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。 

笑話一題 

市制 100周年記念咸臨丸フェスティバル 

 

 
 

東
西
浦
賀
を
結
ぶ
渡
し

船
に
何
度
か
乗
っ
た
が
、
せ
の

姿
に
す
っ
か
り
魅
す
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。 

呼
び
鈴
を
押
す 

と
、
向
こ
う
岸
に
い
る
船 

が
い
つ
で
も
迎
え
に
来
て 

く
れ
る
。
船
が
桟
橋
を
離 

れ
て
も
ち
ょ
っ
と
遅
れ
た 

人
が
あ
れ
ば
戻
る
。 

戻
っ 

た
船
に
乗
る
人
は
、
先
客 

や
船
長
に
声
を
か
け
な
が
ら 

乗
っ
て
く
る
。
だ
か
ら
自
然

に
、
に
こ
や
か
な
受
け
答
え

が
交
わ
さ
れ
る
。
今
ど
き
こ

ん
な
温
も
り 

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
確
定

し
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で

す
。 最

後
に
、
日
本
で
は
桜
は
九

月
を
除
い
て
ど
こ
か
に
咲
い
て

い
ま
す
。
結
婚
式
な
ど
で
用
い

ら
れ
る
さ
く
ら
茶
は
多
い
の
が

関
山
（
カ
ン
ザ
ン
）
、
つ
ぎ
に
普

賢
像
（フ
ゲ
ン
ゾ
ウ
）
と
い
わ
れ

ま
す
。
今
年
も
桜
は
美
し
く
咲

い
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

㋂
・㋃ 

ソ
メ
イ
ヨ
シ 

㋄ 

ナ
ラ
ヤ
エ
ザ
ク
ラ 

  

薄
紅
色
の
愛
ら
し
い
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
花 

 １月21日から2月18日の水曜日全5回「中

島三郎助を語る」と題し、山本詔一先生（横須

賀開国史研究会会長）をお迎えし歴史講座を

開催しました。 

 義を貫き、武士として果てた中島三郎助。生

誕190年、没後140年にあたり、三郎助が残し

た文書などを通して、その多才な人物像が語

られ楽しい講座となりました。定員60名のとこ

ろ 119 名と多数の応募に感謝申し上げます。

次回も皆様のご希望にかなう企画をしたいと

考えています。  

 

浦
賀
港
の
入
り
口
に
建
つ
燈
明
堂
。
現
在

の
も
の
は
平
成
元
年
に
復
元
さ
れ
た
も
の

あ
り
で
、
下
の
石
垣
は
燈
明
堂
が
建
て
ら

れ
た
当
時
の
も
の
と
さ
れ
、
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。 

 

燈
明
堂
は
慶
安
元
年
（一
六
四
八
）に
江

戸
幕
府
が
諸
廻
船
の
夜
間
航
行
の
目
印
と

し
て
建
て
た
も
の
で
、
こ
の
時
の
幕
府
の
担

当
者
は
、
石
川
六
左
衛
門
重
勝
と
能
勢
小

十
郎
頼
隆
で
あ
り
、
灯
し
人
足
だ
け
が
東

浦
賀
の
村
役
と
し
て
、
干
鰯
問
屋
が
勤
め

て
き
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

も
っ
と
も
燈
明
堂
創
建
の
謂
わ
れ
は
、
慶

安
元
年
に
記
さ
れ
た
も
の
は
一
つ
も
な

く
、
私
が
見
た
も
の
で
最
も
古
い
も
の
で
も

享
保
期
（一
七
二
〇
年
代
）の
東
浦
賀
の
村

明
細
帳
で
あ
り
、
燈
明
堂
が
造
ら
れ
た
時

か
ら
は
八
十
年
余
り
後
の
も
の
で
あ
る
。 

 

ど
う
し
て
奥
歯
に
物
が
挟
ま
っ
た
よ
う
な

物
言
い 

 

 

日時：4月25日（土） 

10時から（式典は11時から） 

場所：住友重機械工業（株） 

浦賀工場内および浦賀港周辺 

日本人の操船で初の太平洋横断に成功した

咸臨丸とその乗組員を称える式典。そして恒例

の水恋乞いレースや浦賀開国パレード、たまご

つかみ大会、レンガドック活用イベント（咸臨

丸・産業遺産の資料展示、ジャズコンサートほ

か）、乗船体験航海（事前申込制）等々イベント

満載。海軍カレーの販売、模擬店も出るよ。 

（
バ
ラ
科
） 

が
交
わ
さ
れ
る
。
今
ど
き
こ
ん 

な
温
も
り
の
あ
る
乗
り
物
が
他
に

あ
る
だ
ろ
う
か
。 

地
元
の
人
た
ち 

の
大
切
な
足
と
な
っ 

て
い
る 

渡
し
船
は
、
四
人
の
船
長
さ

ん
が
日
替
わ
り
で
運
航
し
て

い
る
。
横
浜
横
須
賀
道
路
の

浦
賀
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
で

き
一
層
便
利
に
な
る
が
、
御

座
船
を
模
し
た
愛
宕
丸
は
悠 

々
自
適
、
二
百
八
十
年
の
歴
史
を

背
に
ゆ
っ
た
り
と
今
日
も
就
航
し

て
い
る
。 

 

講
座
の
様
子 

㋅ 

チ
シ
マ
ザ
ク
ラ 

㋆
・㋇ 

タ
カ
ネ
ザ
ク
ラ 

㋉
～
㋋ 

ジ
ュ
ウ
ガ
ツ
ザ
ク
ラ
、 

コ
ブ
ク
ザ
ク
ラ
、 

シ
キ
ザ
ク
ラ
、
フ
ユ
ザ
ク
ラ
、

シ
ラ
コ
フ
ダ
ン
ザ
ク
ラ 

㋀ 

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ヒ
ザ
ク
ラ 

㋁ 

カ
ン
ザ
ク
ラ 

 浦賀の歴史・地誌等を網羅し、明治42年7月

に加茂元善氏が著した「浦賀志録」の復刻編集

版が発行されます。編集委員の方々が 4 年の

歳月をかけての作業が実を結びます。浦賀の

辞書的な書、当館で閲覧ができます。 

咸臨丸フェスティバル 

 

浦賀志録（上）発行 ◆歴史講座開かれる◆ 

 

燈
明
堂
が
で
き
た 

 


